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（１）長岡東西道路・左岸バイパスの整備

長岡東西道路は要町から西津町までの信濃川橋梁部を含む約３km、左岸バイパス

は長岡東西道路から国道351号までの約2.2km区間が、平成25年に開通しました。

現在は、さらに整備効果を発揮させるため、長岡東西道路は宮内町から国道17
号長岡東バイパスへの接続に向けた整備を進めています。

また、左岸バイパスは、長岡南越路スマート IC、長岡北スマート ICへの接続に

向け、南北方向の延伸区間の整備を進めています。

（２）スマートインターチェンジの整備

産業・観光の活性化、救急救命活動の支援などを目的に、スマートインターチェ

ンジの整備を進め、平成21年に関越自動車道長岡南越路スマート IC、平成29年

に北陸自動車道長岡北スマート ICが開通しました。

長岡市では、恵まれた高速交通体系を最大限に活用し、さらなる産業・観光の活

性化等を図るため、新たなスマートインターチェンジの設置について、調査検討を

進めます。

長岡南越路スマートIC

利用台数500万台到達記念イベント

（平成28年６月）

フェニックス大橋(左岸より右岸を望む)

長岡北スマートIC

左岸バイパス(北より南を望む)

至 東京・北陸

至 蔵王橋

至 新潟・東北

至 寺泊
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Ⅹ．その他の都市計画行政

１．国土利用計画法等

（１）国土利用計画法

適性かつ合理的な土地利用の確保を図る観点から利用目的の審査などを行うため、

国土利用計画法に基づき、土地取引についての届出制度を設けています。

一定面積以上の土地取引をした場合、土地を譲り受けた方は、その契約日から２

週間以内に、市を経由して県知事に取引の内容について届け出なければなりません。

○届出が必要な土地面積基準

区 域 面 積

市 街 化 区 域 2 , 0 0 0 ㎡ 以 上

市 街 化 区 域 を 除 く 都 市 計 画 区 域 5 , 0 0 0 ㎡ 以 上

都 市 計 画 区 域 以 外 の 区 域 1 0 , 0 0 0 ㎡ 以 上

（２）新潟県大規模開発行為の適正化対策要綱

新潟県では、開発行為を適切に誘導し、秩序ある土地利用と保全を図ることを目

的に、「新潟県大規模開発行為の適正化対策要綱」を定めています。市街化区域以外

で大規模な土地の取得や開発行為等を行う場合には、この要綱に基づき、事前協議

が必要となります。

○土地取得の事前協議の要件となる土地・面積（概要）

(1) ５hａ以上の土地

(2) ４hａを超える農地法に規定する農地又は採草放牧地を含む土地

(3) 農業振興地域の整備に関する法律に規定する農用地区域を１hａ以上含む土地

(4) 森林法の規定により指定された保安林を含む土地

(5) 自然公園法の規定により指定された特別地域を含む土地

(6) 文化財保護法の規定により指定された史跡名勝天然記念物を含む土地

※ 土地取得前における開発行為事前協議は、下欄に示す事業が前提となります。

○開発行為の事前協議の要件となる事業

(1) 宅地の造成 (6) スキー場の造成

(2) 廃棄物処理施設の設置 (7) 公園、遊園地、動植物園の建設

(3) 牧場の建設 (8) 運動場、車両競走場、乗馬場の建設

(4) 砂利、岩石又は土等の採取 (9) (5)～(8)以外のスポーツ施設又はレクリエ

ーション施設の建設(5) ゴルフ場の造成

※ いずれも２hａ以上の一団の土地の開発行為。ただし、(4)については５hａ以上となります。
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